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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公開番号】特開2011-219761(P2011-219761A)
【公開日】平成23年11月4日(2011.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-044
【出願番号】特願2011-98932(P2011-98932)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  33/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  55/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  53/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  17/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  17/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  17/18     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  21/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  33/24    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  55/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  53/00    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  17/22    　　　Ｈ
   Ｃ０９Ｋ  17/20    　　　Ｈ
   Ｃ０９Ｋ  17/18    　　　Ｈ
   Ｄ２１Ｈ  21/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月26日(2011.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
夫々分散液の合計質量に対して
　－５０モル％から９９モル％までの少なくとも一種の水溶性モノマーＡと１モル％から
５０モル％までの少なくとも一種の水溶性陽イオンモノマーＢとからつくられた１重量％
から５０重量％までの分散ポリマー、
　－０．０５重量％から１０重量％までのポリマー安定剤Ｃとしての少なくとも一種のコ
ポリマー、
　－１重量％から２５重量％までの補助安定剤Ｄとしての少なくとも一種の陽イオン高分
子電解質
を含み、前記ポリマー分散液が実質的に無機多価陰イオン塩を含まないことを特徴とする
水溶性ポリマー分散液であって、
　前記モノマーＡが、一般式Ｉの化合物であり、
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【化１】

（式中、Ｒ１はＨ、又はメチルであり、Ｒ２はＨ、メチル、エチル、イソプロピル、メチ
ロール、ヒドロキシエチル、又は２－ヒドロキシプロピルである）
　前記モノマーＢが、アクリロイル－オキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド（
ＡＤＡＭ－ＭＱ）、アクリロイルオキシエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリ
ド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）、メタクリロイルオキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド
（ＭＡＤＡＭ）、及びメタクリロイル－オキシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムク
ロリド（ＭＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選択され、
　前記ポリマー安定剤Ｃが、
　－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、アクリロイル－オキシエ
チル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）、アクリロイルオキシエチル
－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）、メタクリロイルオキシ
エチル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＭＡＤＡＭ）、及びメタクリロイル－オキシ
エチル－ベンジルジメチルアンモニウムクロリド（ＭＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選
ばれた、少なくとも一種のモノマー、
　－及び以下の一官能性ビニル末端ポリエーテルである一般式Ｖの少なくとも一種の化合
物、

【化２】

（式中、Ｒ１はＨ、又はメチルであり、Ｒ６はＨ、メチル、又はエチルであり、ｎは１又
は３であり、かつｘは５～５０である）
のコポリマーであり、
　前記補助安定剤Ｄが、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、Ｎ－
トリメチルアンモニウムプロピルアクリルアミド、メタクリル－アミドプロピル－トリメ
チルアンモニウムクロリド（ＴＭＡＰＭＡ）、アクリロイルエチルトリメチルアンモニウ
ムクロリド、メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウムクロリド、アクリロイルオキ
シエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）、及びビニルピ
リジンからなる群から選択されるポリマー又はコポリマーである、
　水溶性ポリマー分散液。
【請求項２】
　７５モル％から９９モル％までの少なくとも一種の水溶性モノマーＡ及び１モル％から
２５モル％までの少なくとも一種の水溶性陽イオンモノマーＢを含むことを特徴とする、
請求項１記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項３】
　前記ポリマー分散液が５重量％から４０重量％までの分散ポリマーを含むことを特徴と
する、請求項１又は２に記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項４】
　前記分散ポリマーに対する安定剤及び補助安定剤の質量比が（Ｃ＋Ｄ）／（Ａ＋Ｂ）＜
１であることを特徴とする、請求項１から３のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液
。
【請求項５】
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　前記分散ポリマーが少なくとも1,000,000ｇ／モルの重量平均分子量を有することを特
徴とする、請求項１から４のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項６】
　前記分散ポリマーが分散液の合計質量に対して１０～３０重量％の濃度で存在すること
を特徴とする、請求項１から５のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項７】
　前記ポリマー安定剤Ｃが０．５～２重量％の濃度で存在することを特徴とする、請求項
１から６のいずれか１項記載の水溶性分散液。
【請求項８】
　前記ポリマー安定剤Ｃがブロックコポリマーであることを特徴とする、請求項１から７
のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項９】
　前記安定剤Ｃがランダムコポリマーであることを特徴とする、請求項１から７のいずれ
か１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１０】
　前記モノマーＡが、アクリルアミド及びメタクリルアミドからなる群から選択される、
請求項１から８のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１１】
　前記モノマーＢが、アクリロイルオキシエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロ
リド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）及びメタクリロイル－オキシエチル－ベンジルジメチルアンモニ
ウムクロリド（ＭＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選択される、請求項１から１０のいず
れか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１２】
　前記モノマーＢが、アクリロイルオキシエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロ
リド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）である、請求項１から１１のいずれか１項記載の水溶性ポリマー
分散液。
【請求項１３】
　前記補助安定剤Ｄが、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、Ｎ－
トリメチルアンモニウムプロピルアクリルアミド、メタクリル－アミドプロピル－トリメ
チルアンモニウムクロリド（ＴＭＡＰＭＡ）、及びアクリロイルエチルトリメチルアンモ
ニウムクロリドからなる群から選択されるポリマー又はコポリマーである、請求項１から
１２のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１４】
　前記補助安定剤Ｄが、ポリ－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）
、ポリ－メタクリル－アミドプロピル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＴＭＡＰＭＡ
）、及びポリ－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）／アクリロイル
エチルトリメチルアンモニウムクロリドからなる群から選択されるポリマー又はコポリマ
ーである、請求項１から１３のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１５】
　前記補助安定剤Ｄが、ポリ－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）
、及びポリ－メタクリル－アミドプロピル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＴＭＡＰ
ＭＡ）からなる群から選択される、請求項１から１４のいずれか１項記載の水溶性ポリマ
ー分散液。
【請求項１６】
　前記ポリマー安定剤Ｃが、
　ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、アクリロイル－オキシエチ
ル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）、及びアクリロイルオキシエチ
ル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選択さ
れる少なくとも一種のモノマー、
　及び以下の一官能性ビニル末端ポリエーテルである一般式Ｖの少なくとも一種の化合物
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、
【化３】

（式中、Ｒ１はＨ、又はメチルであり、Ｒ６はＨ、メチル、又はエチルであり、ｎは１又
は３であり、かつｘは５～５０である）
のコポリマーである、請求項１から１５のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１７】
　前記ポリマー安定剤Ｃが、ブロックコポリエーテル変性された、ポリ－ジアリルジメチ
ルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）；ポリ－（アクリロイル－オキシエチル－トリ
メチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）／アクリロイルオキシエチル－ベンジル
ジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ））－ｂ－ポリエチレングリコール（
ＰＥＧ）；及びポリ－（ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）／アク
リロイル－オキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）／ポリエ
チレングリコール（ＰＥＧ）－アクリレート）からなる群から選択されるコポリマーであ
る、請求項１から１６のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項１８】
　前記一般式Ｖの一官能性ビニル末端ポリエーテルがポリエチレングリコール（ＰＥＧ）
－アクリレートであることを特徴とする、請求項１から１７のいずれか１項記載の水溶性
ポリマー分散液。
【請求項１９】
　前記ポリマー安定剤Ｃがジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、ア
クリロイル－オキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）及びポ
リエチレングリコール（ＰＥＧ）－アクリレートモノマーのモノマーのコポリマーである
ことを特徴とする、請求項１から１８のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液。
【請求項２０】
　５０モル％から９９モル％までの少なくとも一種の水溶性モノマーＡと１モル％から５
０モル％までの少なくとも一種の水溶性陽イオンモノマーＢを、夫々分散液の合計質量に
対して０．０５重量％から１０重量％までのポリマー安定剤Ｃ及び１重量％から２５重量
％までの補助安定剤Ｄとしての陽イオン高分子電解質の存在下で、実質的に無機多価陰イ
オン塩を含まない反応媒体中で重合することを特徴とする水溶性ポリマー分散液の製造方
法であって、
　前記モノマーＡが、一般式Ｉの化合物であり、
【化４】

（式中、Ｒ１はＨ、又はメチルであり、Ｒ２はＨ、メチル、エチル、イソプロピル、メチ
ロール、ヒドロキシエチル、又は２－ヒドロキシプロピルである）
　前記モノマーＢが、アクリロイル－オキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド（
ＡＤＡＭ－ＭＱ）、アクリロイルオキシエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリ
ド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）、メタクリロイルオキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド
（ＭＡＤＡＭ）、及びメタクリロイル－オキシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムク
ロリド（ＭＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選択され、
　前記ポリマー安定剤Ｃが、
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　－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、アクリロイル－オキシエ
チル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）、アクリロイルオキシエチル
－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）、メタクリロイルオキシ
エチル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＭＡＤＡＭ）、及びメタクリロイル－オキシ
エチル－ベンジルジメチルアンモニウムクロリド（ＭＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選
ばれた、少なくとも一種のモノマー、
　－及び以下の一官能性ビニル末端ポリエーテルである一般式Ｖの少なくとも一種の化合
物、
【化５】

（式中、Ｒ１はＨ、又はメチルであり、Ｒ６はＨ、メチル、又はエチルであり、ｎは１又
は３であり、かつｘは５～５０である）
のコポリマーであり、
　前記補助安定剤Ｄが、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）、Ｎ－
トリメチルアンモニウムプロピルアクリルアミド、メタクリル－アミドプロピル－トリメ
チルアンモニウムクロリド（ＴＭＡＰＭＡ）、アクリロイルエチルトリメチルアンモニウ
ムクロリド、メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウムクロリド、アクリロイルオキ
シエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）、及びビニルピ
リジンからなる群から選択されるポリマー又はコポリマーである、
　水溶性ポリマー分散液の製造方法。
【請求項２１】
　前記モノマーＡが、アクリルアミド及びメタクリルアミドからなる群から選択される、
請求項２０記載の水溶性ポリマー分散液の製造方法。
【請求項２２】
　前記モノマーＢが、アクリロイルオキシエチル－ベンジルジメチル－アンモニウムクロ
リド（ＡＤＡＭ－ＢＱ）及びメタクリロイル－オキシエチル－ベンジルジメチルアンモニ
ウムクロリド（ＭＡＤＡＭ－ＢＱ）からなる群から選択される、請求項２０又は２１記載
の水溶性ポリマー分散液の製造方法。
【請求項２３】
　前記ポリマー安定剤Ｃが、ブロックコポリエーテル変性された、ポリ－ジアリルジメチ
ルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）；ポリ－（アクリロイル－オキシエチル－トリ
メチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）／アクリロイルオキシエチル－ベンジル
ジメチル－アンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＢＱ））－ｂ－ポリエチレングリコール（
ＰＥＧ）；及びポリ－（ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）／アク
リロイル－オキシエチル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＡＤＡＭ－ＭＱ）／ポリエ
チレングリコール（ＰＥＧ）－アクリレート）からなる群から選択されるコポリマーであ
る、請求項２０から２２のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液の製造方法。
【請求項２４】
　前記補助安定剤Ｄが、ポリ－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）
、ポリ－メタクリル－アミドプロピル－トリメチルアンモニウムクロリド（ＴＭＡＰＭＡ
）、及びポリ－ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）／アクリロイル
エチルトリメチルアンモニウムクロリドからなる群から選択されるポリマー又はコポリマ
ーである、請求項２０から２２のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液の製造方法。
【請求項２５】
　その方法を１段階で行なうことを特徴とする、請求項２０から２４のいずれか１項記載
の方法。
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【請求項２６】
　請求項２０から２５のいずれか１項記載の方法により得られる水溶性ポリマー分散液。
【請求項２７】
　懸濁液に請求項１～１９又は２６のいずれか１項記載の水溶性ポリマー分散液を添加し
、その懸濁液をワイヤ上で成形し、脱水することを特徴とする、セルロース繊維、及び任
意のてん料を含む水性懸濁液からの紙の製造方法。
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